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Focus 政策・制度

問い合わせ先　　総務省自治行政局行政体制整備室　合併相談コーナー　電話　03-5253-5519

ホームページURL  http://www.soumu.go.jp/gapei/index.html

自
立
で
き
る

自
治
体
づ
く
り
に
向
け
て

Focus
政策・制度

市
町
村
合
併

市
町
村
合
併
を
支
援
す
る
法
律
「
市
町

村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

合
併

特
例
法

」
の
有
効
期
限
（
平
成
十
七
年

三
月
三
十
一
日
）
ま
で
あ
と
二
年
余
り
と

な
り
、
千
二
百
を
超
え
る
市
町
村
が
法
定

協
議
会
ま
た
は
任
意
協
議
会
を
設
置
し
、

研
究
会
等
を
含
め
る
と
全
国
の
八
割
以
上

の
市
町
村
が
合
併
を
検
討
し
て
い
ま
す

（
平
成
十
四
年
十
月
一
日
現
在
）。

①
地
方
分
権
の
推
進

自　
己　
決　
定　
・　
自　
己　
責　
任　
を　
原　
則　
と　
し　
て　
、　

主　
体　
的　
な　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
を　
進　
め　
る　
こ　
と　
が　

で　
き　
る　
体　
制　
を　
整　
備　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　

す　
。　

②
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来

本　
格　
的　
な　
少　
子　
高　
齢　
化　
社　
会　
が　
要　
請　
す　

る　
行　
政　
需　
要　
（　
福　
祉　
サ　
ー　
ビ　
ス　
の　
充　
実　
や　

学　
校　
区　
の　
見　
直　
し　
等　
）　
に　
対　
応　
で　
き　
る　
人　

的　
・　
財　
政　
的　
基　
盤　
を　
整　
備　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　

り　
ま　
す　
。　

③
日
常
生
活
圏
の
広
域
化

広　
域　
化　
す　
る　
日　
常　
生　
活　
圏　
と　
行　
政　
区　
域　

の　
違　
い　
に　
よ　
る　
不　
都　
合　
（　
非　
効　
率　
な　
施　
設　

建　
設　
や　
不　
便　
な　
施　
設　
利　
用　
等　
）　
を　
解　
消　
す　

る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

④
財
政
事
情
の
悪
化

税　
収　
の　
落　
ち　
込　
み　
が　
続　
く　
中　
、　
単　
独　
市　

町　
村　
と　
し　
て　
運　
営　
し　
た　
場　
合　
の　
財　
政　
的　
見　

通　
し　
を　
検　
討　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

住　
民　
の　
期　
待　
に　
応　
え　
、　
よ　
り　
質　
の　
高　
い　

行　
政　
サ　
ー　
ビ　
ス　
を　
提　
供　
し　
て　
い　
く　
た　
め　
に　

は　
、　
あ　
る　
程　
度　
の　
規　
模　
が　
必　
要　
と　
の　
考　
え　

か　
ら　
行　
政　
手　
法　
の　
一　
つ　
と　
し　
て　
市　
町　
村　
合　

併　
が　
検　
討　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

市　
町　
村　
合　
併　
の　
目　
的　
は　
、　
大　
き　
く　
次　
の　

二　
つ　
で　
す　
。　

①
行
政
改
革
を
目
的
と
す
る
合
併

経　
費　
削　
減　
・　
二　
重　
投　
資　
の　
回　
避　
な　
ど　
、　

財　
政　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
行　
政　
運　
営　
の　
効　
率　
化　

を　
狙　
い　
と　
し　
た　
合　
併　
で　
す　
。　

②
広
域
的
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
す

る
合
併

地　
域　
間　
競　
争　
に　
負　
け　
な　
い　
規　
模　
と　
個　
性　

を　
も　
つ　
都　
市　
計　
画　
を　
目　
的　
と　
し　
た　
合　
併　
で　

す　
。　い　

ず　
れ　
の　
場　
合　
で　
も　
合　
併　
の　
真　
の　
目　
的　

は　
、　
十　
年　
後　
、　
十　
五　
年　
後　
に　
自　
ら　
決　
め　
た　

こ　
と　
を　
自　
ら　
の　
財　
源　
で　
実　
施　
で　
き　
る　
「　
自　

立　
し　
た　
自　
治　
体　
」　
を　
建　
設　
す　
る　
こ　
と　
に　
あ　

り　
ま　
す　
。　

合　
併　
特　
例　
法　
に　
よ　
る　
支　
援　
制　
度　
の　
概　
要　

は　
、　
次　
の　
通　
り　
で　
す　
。　

①
合
併
算
定
替

十
一
条

合　
併　
後　
十　
年　
度　
間　
の　
地　
方　
交　
付　
税　
は　
、　

合　
併　
前　
の　
市　
町　
村　
が　
存　
続　
し　
た　
も　
の　
と　
し　

て　
算　
定　
し　
た　
合　
算　
額　
と　
し　
、　
十　
一　
年　
度　
か　

ら　
十　
五　
年　
度　
ま　
で　
は　
段　
階　
的　
に　
縮　
減　
さ　
れ　

ま　
す　
。　

②
合
併
特
例
債
（
十
一
条
の
二
）

市　
町　
村　
建　
設　
計　
画　
に　
基　
づ　
く　
事　
業　
や　
市　

域　
振　
興　
の　
た　
め　
の　
基　
金　
積　
立　
に　
要　
す　
る　
経　

費　
に　
つ　
い　
て　
、　
合　
併　
後　
十　
年　
間　
に　
限　
り　
、　

地　
方　
債　
（　
合　
併　
特　
例　
債　
）　
を　
財　
源　
と　
す　
る　

こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　
そ　
の　
う　
ち　
約　
三　
割　
は　

自　
主　
財　
源　
に　
よ　
る　
償　
還　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　

③
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
在
任
に

関
す
る
特
例
（
六
条
・
七
条
）

合　
併　
後　
最　
長　
二　
年　
間　
、　
合　
併　
前　
の　
市　
町　

市
町
村
合
併
検
討
の
必
要
性

市
町
村
合
併
の
目
的

市
町
村
合
併
を
検
討
す
る
手
順

合
併
の
支
援
制
度
の
概
要

る　
手　
順　
を　
紹　
介　
し　
ま　
す　
。　（　
左　
図　
参　
照　
）　

な　
お　
、　
詳　
細　
な　
プ　
ロ　
セ　
ス　
は　
モ　
デ　
ル　
ケ　
ー　

ス　
の　
ペ　
ー　
ジ　
（　
1  4  
〜　
1  9  
ペ　
ー　
ジ　
）　
で　
説　
明　

し　
ま　
す　
。　

合　
併　
検　
討　
は　
、　「　
合　
併　
検　
討　
の　
必　
要　
性　

の　
検　
討　
」　
と　
「　
合　
併　
の　
効　
果　
と　
課　
題　
の　
検　

討　
」　
の　
二　
段　
階　
に　
分　
か　
れ　
ま　
す　
。　

（　1  ）
合
併
検
討
の
必
要
性

①　
財　
政　
、　

②　
日　
常　
生　
活　
、　

③　
広　
域　
行　
政　
、　

④　
ま　
ち　
づ　
く　

り　
の　
四　
つ　
の　

検　
討　
項　
目　
に　

分　
か　
れ　
ま　
す　
。　

こ　
の　
検　
討　
は　
、　

望　
ま　
し　
い　
合　

併　
枠　
の　
検　
討　

に　
も　
直　
結　
し　

て　
い　
ま　
す　
。　

（　2  ）　
合　
併　
の　
効　

果　
と　
課　
題　
の　

検　
討　合　

併　
検　
討　

の　
必　
要　
性　
が　

確　
認　
で　
き　
た　

場　
合　
、　
合　
併　

後　
の　
姿　
を　
行　

財　
政　
力　
と　
ま　

ち　
づ　
く　
り　
の　

両　
面　
か　
ら　
検　

討　
し　
ま　
す　
。　

行　
財　
政　
力　
の　
検　
討　
で　
は　
専　
門　
家　
と　
し　
て　
の　

「　
行　
政　
の　
リ　
ー　
ダ　
ー　
シ　
ッ　
プ　
」　
が　
、　
ま　
ち　

づ　
く　
り　
の　
検　
討　
で　
は　
住　
民　
生　
活　
に　
直　
結　
す　

る　
問　
題　
と　
し　
て　
「　
住　
民　
参　
加　
」　
が　
重　
要　
に　

な　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
手　
順　
で　
合　
併　
検　
討　
を　
進　
め　

る　
際　
、　
留　
意　
す　
べ　
き　
点　
は　
次　
の　
通　
り　
で　
す　
。　

①
住
民
参
加
の
必
要
性

合　
併　
検　
討　
全　
般　
を　
通　
じ　
て　
、　
行　
政　
か　
ら　

の　
情　
報　
公　
開　
と　
住　
民　
に　
よ　
る　
検　
討　
が　
重　
要　

で　
す　
が　
、　
特　
に　
「　
新　
市　
将　
来　
構　
想　
の　
策　
定　
」　

に　
は　
住　
民　
参　
加　
が　
欠　
か　
せ　
な　
い　
と　
考　
え　
ら　

れ　
ま　
す　
。　
住　
民　
意　
見　
の　
反　
映　
と　
住　
民　
監　
視　

の　
し　
く　
み　
に　
よ　
り　
、　
合　
併　
に　
対　
す　
る　
懸　
念　

事　
項　
で　
あ　
る　
特　
定　
地　
域　
に　
偏　
っ　
た　
開　
発　
計　

画　
や　
利　
便　
性　
に　
お　
け　
る　
地　
域　
間　
格　
差　
を　
防　

ぐ　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
合　
併　
検　
討　

を　
通　
じ　
て　
「　
二　
十　
一　
世　
紀　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　

と　
称　
さ　
れ　
る　
「　
住　
民　
参　
加　
に　
よ　
る　
ま　
ち　
づ　

く　
り　
」　
が　
試　
行　
さ　
れ　
る　
メ　
リ　
ッ　
ト　
も　
あ　
り　

ま　
す　
。　

②
財
源
裏
付
け
の
あ
る
計
画
の
策
定

従　
来　
の　
総　
合　
計　
画　
に　
み　
ら　
れ　
る　
総　
花　
的　

な　
計　
画　
で　
は　
な　
く　
、　
住　
民　
ニ　
ー　
ズ　
に　
よ　
り　

絞　
り　
込　
ん　
だ　
、　
財　
源　
的　
に　
も　
実　
施　
可　
能　
な　

事　
業　
を　
検　
討　
す　
る　
こ　
と　
で　
、　
合　
併　
後　
の　
姿　

が　
イ　
メ　
ー　
ジ　
し　
や　
す　
い　
計　
画　
を　
作　
る　
必　
要　

が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
に　
は　
、　
財　
政　
検　
討　
と　

ま　
ち　
づ　
く　
り　
検　
討　
を　
一　
体　
化　
し　
て　
、　
財　
政　

的　
裏　
付　
け　
の　
あ　
る　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
計　
画　
が　
有　

効　
で　
す　
。　

村　
の　
議　
員　
全　
員　
が　
引　
き　
続　
き　
在　
任　
で　
き　
ま　

す　
。　

④
地
方
税
の
課
税
免
除
ま
た
は
不
均

一
課
税
（
十
条
）

合　
併　
直　
後　
の　
均　
一　
課　
税　
が　
住　
民　
負　
担　
の　

公　
平　
を　
欠　
く　
場　
合　
、　
合　
併　
後　
の　
五　
年　
間　
、　

対　
象　
と　
な　
る　
地　
方　
税　
を　
課　
税　
し　
な　
い　
こ　
と　
、　

ま　
た　
は　
不　
均　
一　
課　
税　
が　
認　
め　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

⑤
市
と
な
る
要
件
の
特
例
（
五
条
）

人　
口　
要　
件　
は　
「　
四　
万　
人　
以　
上　
」　、　
特　
に　

平　
成　
十　
六　
年　
三　
月　
三　
十　
一　
日　
ま　
で　
に　
合　
併　

が　
行　
わ　
れ　
る　
場　
合　
に　
限　
っ　
て　
、　「　
三　
万　
人　

以　
上　
」　
に　
緩　
和　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

西　
東　
京　
市　
（　
二　
〇　
〇　
一　
年　
一　
月　
旧　
田　
無　

市　
・　
旧　
保　
谷　
市　
の　
合　
併　
に　
よ　
り　
誕　
生　
）　
の　

事　
例　
を　
参　
考　
に　
、　
市　
町　
村　
合　
併　
を　
検　
討　
す　

■過去10年間の市町村合併事例

■合併検討手順の全体図

合
併
検
討
の
留
意
点
と
対
応
策
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併　
協　
議　
会　
を　
設　
置　
し　
協　
議　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
が　
、　

法　
改　
正　
に　
よ　
り　
単　
独　
で　
の　
市　
制　
施　
行　
が　
可　

能　
と　
な　
っ　
た　
た　
め　
、　
合　
併　
に　
至　
り　
ま　
せ　
ん　

で　
し　
た　
。　
そ　
の　
後　
、　
平　
成　
五　
年　
の　
市　
長　
選　

で　
両　
市　
の　
市　
長　
が　
合　
併　
を　
公　
約　
に　
掲　
げ　
て　

当　
選　
し　
、　
双　
方　
の　
市　
に　
お　
い　
て　
本　
格　
的　
な　

論　
議　
が　
開　
始　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
平　
成　
九　
年　
に　

は　
合　
併　
協　
議　
会　
設　
置　
を　
旨　
と　
す　
る　
決　
議　
が　

可　
決　
、　
翌　
平　
成　
十　
年　
二　
月　
に　
任　
意　
協　
議　
会　

が　
設　
置　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
後　
三　
年　
間　
、　

新　
市　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
つ　
い　
て　
行　
政　
と　
住　

民　
が　
話　
し　
合　
い　
、　
そ　
の　
成　
果　
で　
あ　
る　
「　
新　

市　
建　
設　
計　
画　
」　
を　
住　
民　
に　
示　
す　
と　
と　
も　
に　
、　

市　
民　
意　
向　
調　
査　
に　
よ　
っ　
て　
合　
併　
賛　
成　
の　
意　

向　
が　
確　
認　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
三　
年　
に　
及　
ぶ　
合　

併　
検　
討　
の　
歩　
み　
は　
、　「　
合　
併　
検　
討　
の　
推　
移　

表　
」　
を　
ご　
覧　
く　
だ　
さ　
い　
。　

こ　
の　
合　
併　
検　
討　
に　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
三　

つ　
の　
特　
徴　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

両　
首　
長　
の　
合　
併　
公　
約　
が　
合　
併　
協　
議　
の　
契　

田　
無　
市　
・　
保　
谷　
市　
の　
合　
併　
問　
題　
は　
、　
保　

谷　
が　
田　
無　
の　
三　
分　
の　
二　
を　
取　
り　
囲　
む　
特　
殊　

な　
地　
形　
に　
由　
来　
し　
、　
昭　
和　
四　
十　
年　
に　
は　
合　

■問い合わせ先

西東京市企画部企画課 電話 0424－64－3111

ホームページURL http://www.city.nishitokyo.jp/menu/index/html

１　

2  1  
世　
紀　
に　
住　
民　
合　
意　
で　

誕　
生　
し　
た　
西　
東　
京　
市　

行
政
が
提
案
し
住
民
が
決
定
し
た

住
民
参
加
に
よ
る
市
町
村
合
併

「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち
」

―
西
東
京
市

東
京
都

西
東
京
市

市
町
村
合
併
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
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西　
東　
京　
市　
は　
、　
平　
成　
十　
三　
年　
一　
月　
に　

旧　
田　
無　
市　
と　
旧　
保　
谷　
市　
が　
合　
併　
し　
て　
誕　

生　
し　
た　
都　
市　
で　
す　
。　
東　
京　
都　
の　
西　
北　
部　
、　

武　
蔵　
野　
台　
地　
の　
ほ　
ぼ　
中　
央　
に　
位　
置　
し　
、　

東
西
四
・
八

、
南
北
五
･
六

、　
人　
口　
約　
十　
八　
万　
人　
の　
都　
市　
で　
す　
。　

従　
来　
の　
多　
く　
の　
市　
町　
村　
合　
併　
が　
、　
市　

制　
施　
行　
や　
中　
核　
市　
へ　
の　
昇　
格　
あ　
る　
い　
は　

国　
家　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
の　
受　
入　
な　
ど　
を　
目　

的　
と　
し　
て　
い　
た　
の　
に　
対　
し　
、　
西　
東　
京　
市　

の　
ケ　
ー　
ス　
は　
ど　
れ　
に　
も　
該　
当　
せ　
ず　
、　「　
行　

メ　
ー　

ト　
ル　

キ
ロ

メ　
ー　

ト　
ル　

キ
ロ

財　
政　
基　
盤　
強　
化　
の　
た　
め　
の　
究　
極　
の　
行　
政　

改　
革　
」　
を　
目　
標　
と　
す　
る　
新　
し　
い　
タ　
イ　
プ　

の　
合　
併　
を　
目　
指　
し　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
合　
併　
検　
討　
の　
柱　
と　
も　
い　
え　
る　

合　
併　
後　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
案　
「　
新　
市　
将　
来　

構　
想　
」　
を　
住　
民　
合　
意　
に　
よ　
り　
作　
り　
上　
げ　

た　
後　
、　
数　
多　
く　
の　
住　
民　
説　
明　
会　
を　
通　
じ　

て　
理　
解　
を　
求　
め　
、　
最　
終　
的　
に　
は　
事　
実　
上　

の　
住　
民　
投　
票　
（　
投　
票　
方　
式　
に　
よ　
る　
市　
民　

意　
向　
調　
査　
）　
に　
よ　
り　
合　
併　
を　
決　
定　
し　
ま　

し　
た　
。　
住　
民　
の　
期　
待　
度　
に　
基　
づ　
い　
て　
絞　

り　
込　
ま　
れ　
、　
行　
政　
に　
よ　
る　
財　
政　
面　
か　
ら　

の　
実　
現　
可　
能　
チ　
ェ　
ッ　
ク　
を　
受　
け　
た　
「　
合　

併　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
」　
は　
、　
合　
併　
公　
約　
と　

も　
呼　
ば　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
試　
み　
が　
、　
平　
成　
時　
代　
の　

新　
し　
い　
合　
併　
検　
討　
方　
法　
の　
モ　
デ　
ル　
ケ　
ー　

ス　
と　
し　
て　
評　
価　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
こ　
で　
は　
、　
西　
東　
京　
市　
合　
併　
検　
討　
に　

お　
け　
る　
特　
徴　
な　
ら　
び　
に　
課　
題　
と　
対　
応　
策　

に　
つ　
い　
て　
検　
証　
し　
ま　
す　
。　

■合併検討の推移表

行
政
提
案
が

検
討
の
契
機
に
な
っ
た
合
併

特徴 1

西東京市田無本庁舎 西東京市保谷本庁舎



開　
催　
し　
ま　
し　
た　
。　
検　
討　
内　
容　
は　
、　
合　
併　
に　

対　
す　
る　
期　
待　
や　
不　
安　
、　
都　
市　
計　
画　
道　
路　
の　

建　
設　
な　
ど　
の　
地　
域　
固　
有　
問　
題　
、　
介　
護　
保　
険　

な　
ど　
の　
当　
時　
ホ　
ッ　
ト　
で　
あ　
っ　
た　
問　
題　
な　
ど　

で　
す　
。　
参　
加　
者　
全　
員　
に　
意　
見　
を　
発　
表　
す　
る　

機　
会　
を　
保　
障　
す　
る　
た　
め　
、　
小　
さ　
な　
紙　
に　
意　

見　
を　
記　
入　
す　
る　
方　
法　
を　
採　
用　
し　
ま　
し　
た　
。　

自　
由　
参　
加　
の　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
形　
式　
は　
、　

反　
対　
者　
集　
会　
と　
化　
す　
恐　
れ　
が　
あ　
る　
と　
の　
反　

対　
意　
見　
も　
強　
く　
、　
最　
終　
的　
に　
は　
首　
長　
判　
断　

に　
よ　
り　
開　
催　
が　
決　
定　
さ　
れ　
た　
の　
で　
す　
が　
、　

大　
き　
な　
混　
乱　
も　
な　
く　
、　
住　
民　
の　
間　
で　
合　
併　

が　
話　
し　
合　
わ　
れ　
る　
き　
っ　
か　
け　
に　
な　
っ　
た　
と　

考　
え　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

（　2  ）　
新
市
将
来
構
想
策
定
以
降

①　
首　
長　
が　
出　
席　
す　
る　
住　
民　
説　
明　
会　
の　
開　
催　

住　
民　
代　
表　
に　
よ　
り　
策　
定　
さ　
れ　
た　
新　
市　
将　

来　
構　
想　
に　
基　
づ　
い　
て　
、　
住　
民　
説　
明　
会　
が　
開　

催　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
ビ　
デ　
オ　
に　
よ　
る　
誤　
り　
の　

な　
い　
わ　
か　
り　
や　
す　
い　
説　
明　
を　
行　
っ　
た　
後　
、　

直　
接　
首　
長　
が　
住　
民　
の　
質　
問　
に　
対　
し　
て　
答　
え　

る　
方　
式　
が　
採　
用　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

②　
出　
張　
説　
明　
会　
の　
開　
催　

説　
明　
を　
求　
め　
る　
住　
民　
に　
対　
し　
て　
、　
小　
規　

模　
の　
説　
明　
会　
が　
多　
数　
開　
催　

さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
合　
併　
事　
務　

局　
担　
当　
者　
が　
説　
明　
に　
出　
向　
く　

こ　
と　
や　
、　
駅　
前　
で　
説　
明　
パ　
ン　

フ　
レ　
ッ　
ト　
を　
配　
る　
こ　
と　
も　
し　

ば　
し　
ば　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

③　
市　
民　
意　
向　
調　
査　
の　
実　
施　

既　
に　
「　
特　
徴　
３　
」　
で　
記　
載　
し　

17 16

課
題
と
そ
の
解
決
策
１

行
政
改
革
の
証
と
し
て
経
費
削
減
を

い
か
に
し
て
推
計
し
実
現
す
る
か

合　
併　
に　
よ　
り　
期　
待　
で　
き　
る　
行　
政　
改　
革　
と　

は　
何　
か　
、　
具　
体　
的　
な　
数　
字　
と　
し　
て　
住　
民　
に　

説　
明　
で　
き　
る　
か　
、　
い　
か　
に　
し　
て　
実　
現　
す　
る　

か　
、　
こ　
の　
三　
つ　
の　
課　
題　
に　
対　
し　
、　
次　
の　
よ　

う　
な　
解　
決　
策　
が　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　

・　
行　
政　
の　
高　
度　
化　
は　
、　
専　
門　
職　
制　
度　
の　
導　

入　
や　
行　
政　
評　
価　
の　
実　
施　
等　
、　
民　
間　
企　
業　
に　

お　
け　
る　
経　
営　
手　
法　
の　
導　
入　
を　
通　
じ　
て　
、　
企　

画　
政　
策　
力　
お　
よ　
び　
住　
民　
サ　
ー　
ビ　
ス　
力　
の　
向　

上　
を　
図　
る　
。　

・　
議　
員　
や　
職　
員　
の　
削　
減　
な　
ど　
人　
件　
費　
の　
削　

減　
を　
中　
心　
に　
経　
費　
削　
減　
額　
を　
推　
計　
し　
、　
財　

政　
力　
の　
強　
化　
を　
定　
量　
的　
に　
把　
握　
す　
る　
。　

・　
二　
重　
投　
資　
の　
回　
避　
な　
ど　
効　
率　
的　
投　
資　
の　

実　
現　
に　
よ　
る　
経　
費　
削　
減　
を　
検　
討　
す　
る　
。　

・　
経　
費　
削　
減　
効　
果　
の　
活　
用　
対　
象　
と　
し　
て　
、　

住　
民　
負　
担　
の　
調　
整　
や　
合　
併　
特　
例　
債　
の　
償　
還　

を　
検　
討　
す　
る　
。　

・　
職　
員　
は　
、　
原　
則　
「　
前　
年　
度　
退　
職　
者　
の　
三　

分　
の　
二　
補　
充　
」　
を　
継　
続　
的　
に　
実　
施　
す　
る　
こ　

と　
で　
、　
十　
年　
間　
で　
二　
百　
人　
以　
上　
の　
職　
員　
数　

の　
削　
減　
を　
図　
る　
。　

・　
経　
費　
削　
減　
効　
果　
は　
合　
併　
後　
徐　
々　
に　
現　
れ　

る　
も　
の　
で　
あ　
る　
か　
ら　
、　
年　
度　
別　
計　
画　
に　
よ　

り　
管　
理　
す　
る　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
行　
政　
改　
革　
の　
中　
心　
を　
財　
政　

力　
強　
化　
と　
と　
ら　
え　
、　
削
減
で
き
る
経
費
額

を
実
現
可
能
な
数
字
で
把
握
し
た
こ
と
が
、

合
併
効
果
の
説
明
や
「
住
民
負
担
の
調
整
」

お
よ
び
「
合
併
に
よ
り
実
施
す
べ
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
検
討
す
る
際
に
非
常
に
役

に
立
ち
ま
し
た
。

課
題
と
そ
の
解
決
策
2  

住
民
参
加
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が

あ
り
、　
い　
つ
実
施
す　
べ　
き
か

代　
表　
的　
な　
住　
民　
参　
加　
方　
法　
は　
、　
ア　
ン　
ケ　

ー　
ト　
調　
査　
・　
住　
民　
説　
明　
会　
・　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　

等　
で　
す　
が　
、　
こ　
の　
合　
併　
検　
討　
で　
は　
検　
討　
時　

期　
に　
応　
じ　
て　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
住　
民　
参　
加　
方　

法　
を　
実　
施　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

（　1  ）　
合
併
検
討
の
初
期
段
階

①　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
関　
す　
る　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
調　

査　
現　
状　
で　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
関　
す　
る　
「　
誇　

り　
」　
と　
「　
課　
題　
」　
を　
集　
約　
し　
、　
合　
併　
後　
の　

ま　
ち　
づ　
く　
り　
案　
に　
活　
用　
す　
る　
も　
の　
で　
す　
。　

②　
住　
民　
代　
表　
に　
よ　
る　
新　
市　
将　
来　
構　
想　
策　
定　

住　
民　
代　
表　
に　
よ　
る　
ゼ　
ロ　
か　
ら　
の　
検　
討　
で　

あ　
っ　
た　
た　
め　
、　
新　
市　
の　
理　
念　
や　
ま　
ち　
づ　
く　

り　
の　
柱　
の　
検　
討　
に　
時　
間　
が　
か　
か　
り　
効　
率　
的　

で　
は　
な　
い　
反　
面　
、　
住　
民　
自　
ら　
考　
え　
出　
し　
た　

言　
葉　
で　
新　
市　
将　
来　
構　
想　
が　
策　
定　
さ　
れ　
ま　
し　

た　
。　
し　
か　
し　
、　
代　
表　
者　
の　
選　
定　
は　
協　
議　
会　

の　
指　
名　
で　
あ　
っ　
た　
た　
め　
、　
住　
民　
が　
自　
由　
に　

参　
加　
で　
き　
る　
場　
を　
提　
供　
し　
て　
欲　
し　
い　
と　
の　

声　
も　
あ　
が　
り　
ま　
し　
た　
。　

③　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
の　
開　
催　

住　
民　
が　
自　
由　
に　
参　
加　
で　
き　
る　
合　
併　
協　
議　

の　
場　
と　
し　
て　
、　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
を　
四　
回　

Focus 政策・制度

機　
と　
な　
っ　
た　
こ　
と　
は　
一　
方　
で　
、　「　
行　
政　
主　

導　
合　
併　
反　
対　
」　
と　
の　
強　
い　
反　
対　
運　
動　
を　
呼　

び　
起　
こ　
す　
結　
果　
と　
も　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　

に　
対　
し　
、　
首　
長　
自　
ら　
「
行
政
に
も
地
域
経

営
の
提
案
権
は
あ
る
。
行
政
手
法
の
一
つ

と
し
て
合
併
を
提
案
し
た
も
の
で
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」

と　
回　
答　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
行　
政　
状　
況　
に　
つ　
い　

て　
最　
も　
情　
報　
を　
持　
つ　
行　
政　
の　
プ　
ロ　
が　
将　
来　

の　
行　
政　
運　
営　
に　
関　
し　
て　
合　
併　
を　
提　
案　
し　
、　

住　
民　
と　
の　
協　
議　
の　
場　
が　
与　
え　
ら　
れ　
、　
議　
会　

も　
し　
く　
は　
住　
民　
が　
直　
接　
的　
に　
最　
終　
決　
定　
権　

を　
持　
つ　
の　
で　
あ　
れ　
ば　
「　
行　
政　
主　
導　
の　
合　
併　

協　
議　
」　
で　
は　
な　
く　
、　「　
行　
政　
リ　
ー　
ダ　
ー　
シ　

ッ　
プ　
の　
合　
併　
協　
議　
」　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

行　
政　
運　
営　
に　
関　
し　
て　
情　
報　
公　
開　
を　
行　
わ　
ず　
、　

合　
併　
に　
関　
す　
る　
住　
民　
の　
声　
を　
待　
つ　
だ　
け　
で　

あ　
れ　
ば　
「　
行　
政　
の　
怠　
慢　
」　
と　
批　
判　
さ　
れ　
て　

も　
仕　
方　
な　
い　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

「　
合　
併　
し　
て　
市　
に　
な　
ろ　
う　
」　（　
つ　
く　
ば　

市　
・　
篠　
山　
市　
）　、　「　
合　
併　
に　
よ　
り　
国　
際　
港　
湾　

都　
市　
に　
な　
ろ　
う　
」　（　
ひ　
た　
ち　
な　
か　
市　
）　
と　

い　
っ　
た　
合　
併　
検　
討　
の　
求　
心　
力　
と　
な　
り　
え　
る　

共　
通　
目　
的　
が　
つ　
か　
み　
に　
く　
か　
っ　
た　
点　
も　
特　

徴　
の　
一　
つ　
で　
す　
。　
合　
併　
後　
に　
人　
口　
規　
模　
が　

同　
程　
度　
で　
あ　
る　
近　
隣　
の　
三　
鷹　
市　
や　
武　
蔵　
野　

市　
の　
強　
い　
個　
性　
に　
漠　
然　
と　
あ　
こ　
が　
れ　
な　
が　

ら　
、　「
個
性
（
顔
）
を
持
つ
地
域
に
な
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
は
合
併
に
よ
る
行
政
改

革
が
不
可
欠
だ
」
と
の
思
い
に　
い　
た　
る　
の　

に　
一　
、　
二　
カ　
月　
の　
手　
探　
り　
の　
検　
討　
期　
間　
が　

必　
要　
で　
し　
た　
。　

こ　
の　
「　
行　
政　
改　
革　
の　
た　
め　
の　
合　
併　
」　
に　

対　
し　
て　
は　
、　
行　
政　
の　
た　
め　
の　
合　
併　
で　
は　
な　

い　
か　
、　
住　
民　
の　
メ　
リ　
ッ　
ト　
が　
わ　
か　
り　
に　
く　

い　
と　
の　
批　
判　
も　
あ　
り　
、　
そ　
の　
批　
判　
に　
応　
え　

て　
い　
く　
過　
程　
で　
、　
行　
政　
サ　
イ　
ド　
で　
実　
施　
す　

べ　
き　
こ　
と　
の　
明　
確　
化　
、　
情　
報　
公　
開　
の　
徹　
底　
、　

手　
間　
と　
時　
間　
を　
惜　
し　
ま　
な　
い　
住　
民　
と　
の　
協　

議　
な　
ど　
、　
合　
併　
を　
検　
討　
す　
る　
際　
の　
基　
本　
と　

な　
る　
べ　
き　
方　
針　
も　
固　
ま　
っ　
て　
い　
き　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
行　
政　
改　
革　
の　
具　
体　
的　
な　
内　
容　
や　

住　
民　
参　
加　
を　
実　
現　
す　
る　
方　
法　
の　
検　
討　
も　
、　

今　
後　
の　
大　
き　
な　
課　
題　
と　
し　
て　
残　
さ　
れ　
ま　
し　

た　
。　合　

併　
効　
果　
に　
は　
、　
行　
政　
改　
革　
と　
し　
て　
行　

政　
が　
努　
力　
し　
実　
行　
す　
べ　
き　
こ　
と　
（　
行　
政　
サ　

イ　
ド　
の　
合　
併　
効　
果　
）　
と　
、　
そ　
れ　
を　
手　
段　
と　

し　
て　
実　
現　
す　
べ　
き　
新　
市　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
計　

画　
（　
合　
併　
目　
的　
で　
あ　
る　
住　
民　
サ　
イ　
ド　
の　
合　

併　
効　
果　
）　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
住　
民　
サ　
イ　
ド　
の　

合　
併　
効　
果　
で　
あ　
る　
新　
市　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
計　

画　
に　
対　
す　
る　
賛　
否　
を　
問　
う　
と　
い　
う　
市　
民　
意　

向　
調　
査　
を　
実　
施　
し　
、　
田　
無　
・　
保　
谷　
共　
に　
合　

併　
賛　
成　
が　
反　
対　
を　
上　
回　
っ　
た　
た　
め　
合　
併　
し　

た　
も　
の　
で　
す　
。　
条　
例　
の　
変　
更　
を　
伴　
う　
本　
来　

の　
住　
民　
投　
票　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
通　
常　

選　
挙　
と　
同　
様　
の　
投　
票　
形　
式　
を　
採　
用　
し　
、　
両　

市　
の　
ど　
ち　
ら　
か　
一　
方　
で　
も　
反　
対　
が　
賛　
成　
を　

上　
回　
れ　
ば　
合　
併　
は　
白　
紙　
に　
戻　
す　
と　
の　
事　
前　

説　
明　
が　
な　
さ　
れ　
た　
た　
め　
、　
事　
実　
上　
の　
住　
民　

投　
票　
と　
考　
え　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
は　
、　
法　
定　
協　
議　
会　
移　
行　
時　
か　
ら　
、　

最　
終　
的　
に　
は　
民　
意　
に　
よ　
り　
合　
併　
を　
決　
定　
す　

べ　
き　
だ　
と　
の　
強　
い　
意　
見　
に　
応　
え　
る　
た　
め　
に　

実　
施　
さ　
れ　
た　
も　
の　
で　
す　
。　「
徹
底
し
た
住

民
参
加
に
よ
る
合
併
議
論
」
が
な
さ
れ
た

後
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
多
大
な
費
用

（
約
五
千
五
百
万
円
）
を
か
け
て
も
意
義

の
あ
る
民
意
の
確
認
方
法
で
あ
っ
た
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ　
ら　
に　
、　
市　
民　
意　
向　
調　
査　
に　
は　
次　
の　
よ　

う　
な　
特　
徴　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

・　
合　
併　
の　
可　
否　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
新　
市　
名　
も　

投　
票　
で　
決　
定　
し　
た　
こ　
と　

・　
投　
票　
日　
現　
在　
十　
八　
歳　
以　
上　
の　
住　
民　
を　
投　

票　
資　
格　
者　
と　
し　
た　
こ　
と　

・　
投　
票　
時　
間　
を　
午　
前　
七　
時　
か　
ら　
午　
後　
十　
時　

ま　
で　
に　
し　
た　
こ　
と　

行　
政　
改　
革　
を　
目　
的　
と　
し　
、　
徹　
底　
し　
た　
住　

民　
参　
加　
を　
検　
討　
方　
針　
と　
し　
た　
合　
併　
検　
討　
に　

お　
け　
る　
代　
表　
的　
な　
課　
題　
と　
し　
て　
、　
次　
の　
三　

つ　
が　
挙　
げ　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
同　
様　
の　
目　
的　
を　
も　

つ　
既　
存　
の　
合　
併　
事　
例　
が　
な　
い　
た　
め　
、　
い　
ず　

れ　
の　
課　
題　
に　
対　
し　
て　
も　
「　
田　
無　
・　
保　
谷　
独　

自　
の　
解　
決　
策　
」　
を　
生　
み　
出　
す　
必　
要　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　

合
併
の
目
的
は

究
極
の
行
政
改
革

特徴 2

事
実
上
の
住
民
投
票
で
、

住
民
が
決
定
し
た
合
併

特徴 3

2  

3  
年　
間　
の　
合　
併　
検　
討　
で　
の　

課　
題　
と　
そ　
の　
解　
決　
策　

■経費削減効果の年度別推計表

ワークショップ

市民意向調査の用紙
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は　
、　
地　
域　
に　
よ　
っ　
て　
大　
き　
く　
異　
な　
り　
ま　
す　
。　

地　
域　
の　
特　
性　
に　
合　
っ　
た　
独　
自　
の　
方　
法　
を　
検　

討　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

課
題
と
解
決
策
3

住
民
に
よ
る
合
併
可
否
の

判
断
材
料
は
何
か

合　
併　
可　
否　
の　
基　
礎　
資　
料　
は　
新　
市　
建　
設　
計　

画　
で　
あ　
り　
、　
そ　
の　
代　
表　
的　
内　
容　
は　
次　
の　
二　

項　
目　
で　
す　
。　
そ　
れ　
ら　
の　
実　
現　
可　
能　
性　
を　
説　

明　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
予　
算　
に　
基　
づ　
く　
財　
政　
的　

な　
裏　
付　
け　
を　
も　
示　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

た　
市　
民　
意　
向　
調　
査　
は　
、　
典　
型　
的　
な　
住　
民　
参　

加　
に　
あ　
た　
り　
ま　
す　
。　

（　3  ）　
全
期
間
共
通

合　
併　
協　
議　
会　
、　
新　
市　
将　
来　
構　
想　
策　
定　
委　

員　
会　
、　
ワ　
ー　
ク　
シ　
ョ　
ッ　
プ　
な　
ど　
の　
合　
併　
検　

討　
に　
つ　
い　
て　
、　
提　
出　
さ　
れ　
た　
資　
料　
お　
よ　
び　

検　
討　
結　
果　
の　
す　
べ　
て　
を　
合　
併　
協　
議　
会　
の　
ホ　

ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
に　
掲　
載　
し　
、　
情　
報　
公　
開　
を　
徹　

底　
す　
る　
と　
と　
も　
に　
、　
市　
報　
や　
協　
議　
会　
便　
り　

を　
通　
じ　
て　
そ　
の　
要　
約　
を　
全　
戸　
に　
配　
布　
し　
ま　

し　
た　
。　

住　
民　
参　
加　
の　
必　
要　
性　
や　
そ　
の　
実　
現　
方　
法　

■住民負担の調整結果表

■新市建設計画（平成14年度　実施計画）の予算表

3  

新　
市　
誕　
生　
後　
の　
状　
況　

①　
住　
民　
負　
担　
の　
調　
整　
結　
果　

住　
民　
に　
と　
っ　
て　
最　
も　
関　
心　
の　
高　
い　
合　
併　

後　
の　
住　
民　
負　
担　
に　
対　
し　
て　
、　
合　
併　
検　
討　
段　

階　
で　
調　
整　
す　
べ　
き　
問　
題　
と　
、　
合　
併　
直　
後　
は　

従　
来　
の　
方　
式　
を　
採　
用　
し　
な　
が　
ら　
数　
年　
か　
け　

て　
新　
市　
の　
方　
式　
を　
検　
討　
す　
べ　
き　
問　
題　
に　
分　

け　
、　
そ　
の　
調　
整　
結　
果　
を　
具　
体　
的　
に　
示　
し　
て　

い　
ま　
す　
。　

②　
合　
併　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
の　
実　
施　
計　
画　

住　
民　
参　
加　
で　
決　
定　
し　
た　
合　
併　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　

ク　
ト　
の　
実　
施　
計　
画　
を　
、　
実　
施　
時　
期　
・　
投　
資　

金　
額　
ま　
で　
具　
体　
的　
に　
示　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　

れ　
ら　
は　
、　
合　
併　
に　
よ　
っ　
て　
初　
め　
て　
実　
現　
で　

き　
る　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
で　
あ　
り　
、　
単　
独　
市　
の　

ま　
ま　
で　
あ　
れ　
ば　
困　
難　
な　
課　
題　
の　
解　
決　
方　
法　

と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
は　
、　
合　
併　
に　
よ　
る　
削　
減　
経　
費　
と　

合　
併　
特　
例　
債　
を　
活　
用　
し　
て　
実　
施　
可　
能　
か　
、　

緻　
密　
な　
財　
政　
シ　
ミ　
ュ　
レ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
に　
基　
づ　

い　
て　
検　
討　
さ　
れ　
た　
後　
、　
新　
市　
建　
設　
計　
画　
に　

お　
け　
る　
「　
合　
併　
公　
約　
」　
と　
し　
て　
住　
民　
に　
示　

さ　
れ　
、　
合　
併　
の　
可　
否　
が　
問　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

市長のことば

「はなバス」の運行

西東京市長

保谷 高範 (ほうや　こうはん)

新　
市　
誕　
生　
後　
二　
年　
を　
経　
過　
し　
た　
現　
在　
、　

合　
併　
検　
討　
を　
通　
じ　
て　
住　
民　
と　
合　
意　
し　
た　
四　

つ　
の　
合　
併　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
が　
、　
確　
実　
に　
実　

施　
さ　
れ　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
。　
そ　
の　
一　
つ　
に　
、　

市　
内　
循　
環　
バ　
ス　
「　
は　
な　
バ　
ス　
」　
の　
運　
行　
が　

あ　
り　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
は　
南　
北　
の　
公　
共　
交　
通　
の　

利　
便　
性　
向　
上　
を　
目　
指　
し　
た　
も　
の　
で　
す　
。　
他　

の　
三　
つ　
の　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
に　
つ　
い　
て　
も　
年　

度　
別　
実　
施　
計　
画　
が　
決　
定　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

合
併
可
否
の
基
礎
資
料
で
あ
る
「
新
市

建
設
計
画
」
は
、
新
市
に
お
け
る
羅
針
盤

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現　
段　
階　
で　
合　
併　
を　
評　

価　
す　
る　
こ　
と　
は　
時　
期　
尚　
早　
で　
す　
が　
、　
新　
市　

建　
設　
計　
画　
の　
実　
施　
状　
況　
が　
議　
会　
か　
ら　
厳　
し　

い　
チ　
ェ　
ッ　
ク　
を　
う　
け　
、　
住　
民　
に　
公　
開　
さ　
れ　

て　
い　
る　
限　
り　
、　
合　
併　
に　
対　
す　
る　
住　
民　
の　
期　

待　
は　
実　
現　
さ　
れ　
て　
い　
く　
と　
期　
待　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

平成1 3年１月の合併から、早いもので3年目を迎えます。この間、合併前に

市民の皆様にお示しした｢新市建設計画｣、いわゆる合併公約の着実な実行をめ

ざし、市民の皆様に目に見える形で合併効果を感じていただきたいという強い

思いのもと、まい進してまいりました。

具体的には新市建設計画の重点施策として位置付けられている事業を中心に、

｢コミュニティーバス（はなバス）の運行｣や、新市のシンボル的な公園である

｢（仮称）合併記念公園の整備｣として用地買収に着手し、さらには｢地域情報化

の推進｣として図書館の本の予約・検索および公共施設の予約がインターネット

上からできるシステムの導入など、さまざまな事業に着手してまいりました。

また、一方では、政策形成過程に市民が参加する仕組みとしての市民参加条例

の制定および環境を重視したまちづくりを進めるための環境基本条例の制定な

ど、西東京市としての新たなまちづくりを展開するための仕組みも整備してま

いりました。

合併は、新たなまちづくりを市民の皆様と一緒に進めるための一つの手段で

あって、目的ではありません。このことを念頭にすえ、今まで以上に市民の皆

様の期待に応えられるまちづくりを進めるとともに、合併先進市として注目を

いただいている全国の自治体の皆様にも良き先例となるよう、努力してまいる

所存であります。
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